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配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

1 2(1) 2 2

2 2(1) 2 1

4 4 3

3 4(3) 3 3

4 10(6) 7 8

5 4(3) 3 1

6 4(3) 4 4

7 4(3) 3 3

8 4(3) 4 4

9 3(2) 3 2

33 27 25

10 5(3) 4 4

11 5(3) 4 3

10 8 7

12 5(3) 3 3

13 5(3) 3 3

14 5(3) 4 4

15 10 10

15 10(6) 7 8

16 4(3) 4 3

17 4(3) 3 3

18 2(1) 2 2

19 2(1) 2 2

20 2(1) 1 1

21 2(1) 1 1

26 20 20

22 3(2) 2 2

23 3(2) 3 2

6 5 4

24 2(1) 2 2

25 2(1) 2 2

26 2(1) 2 1

　

6 6 5

100 80 74

令和３（2021）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称 郡山市磐梯熱海観光物産館 施設区分 事業実施型

施設所在地 郡山市熱海町熱海２丁目１５番地の１ 指定管理者 株式会社東日本地所

指定期間 平成30年５月１日～令和５年３月31日 施設所管部課 産業観光部観光課

評価項目 評価基準 自己評価コメント 市評価コメント 特記事項

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限
等）

公平、平等に対応した

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行
われているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

行政センターと連携、ミーティン
グ、訓練を行った。マニュアルは行
政センター作成の物を共用。

提案内容に記載がある独自マニュア
ルの作成については課題。

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

認知度もアップし、リクエス
トベースで宅配も拡大傾向

カルチャー講座の実施や顧客のリクエス
トに応えた配達サービスや小学校給食へ
の食材納品などを実施している。

広報・ＰＲの実施
利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

年度末に自社Web開設

SNS等でPRに取り組み、ウェブサイ
トが整備されたが、仕様書及び提案
内容にも記載がある施設概要パンフ
レットの整備が課題。

小計

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致し
た、施設の管理運営がなされているか。

一部未達あり。コロナの影響
による部分もあり。

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施設、地
元等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアップ、積
極性　等）

市観光課、県の観光部局が主催する
クーポンやARスタンプリー、JRイベ
ントなどへは多大な協力

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事
項について対応を図っているか。

おおむね対応して解決
利用者アンケートの指摘について、
改善すべき点に標準的に対応してい
る。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

時節、歳時記に合わせた細か
な対応がアンケートで高評
価。

接客態度全般については、アンケー
トにおいて、丁寧、親切、優しいな
ど賞賛の意見が多く、非常に優れて
いる。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応できている
か。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告している
か。

苦情には誠意をもって適切に対応した。
Googleマイページでの苦情の書き込みに
もコメント返しで対応した。

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

県の観光需要喚起策との相性
が良い土地につき好結果

刑務所作業製品展示即売会　、県や市の事業である

スタンプラリーなどを受け入れ、収入確保の取組を

積極的に実施している。

小計

小計

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行
われたか。

適正管理

収入確保、支出の適正
化等、予算の執行状況

連絡調整
協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相
談等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行っているか。

行政センター、市観光課、市国際政策
課、園芸畜産振興課などとは高い連携を
とれた

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

人員・研修体制
人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか。職
員に対し研修を実施しているか。

標準的な指導、OJT。研修はやや不足

収支状況 収支予算書どおりの収支状況となっているか。
コロナの影響もあり売り上げ
は上昇、利益は減少

スロープを増設、ノンスリップシート張
替え、お客様の接触部分の消毒も定時で
実施

安全の確保が適正に実施されてい
る。一部、マニュアルの整備が課
題。

清掃・衛生・美観維持
利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフレットの陳列、ポ
スター掲示等はないか。

適正に管理、生花の装飾も励
行

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理
法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持されてい
るか。（修繕を含む。）

行政センターと連携、メンテ
ナンスに協力

保守管理は適切に実施されている。
一部再委託予定書に記載どおりの内
容でなかったため見直しが必要。

安全の確保
建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持
されているか。

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き
等を行っているか。

適切に処理、管理

個人情報保護
個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

慎重かつ適切に管理

備品の管理 備品が適切に管理されているか。 適切に管理

持ち込み物品等の管理
持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

管理簿あり、適切管理

小計

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

雇用・労働条件への配慮
労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等
の順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

遵守

地域経済への配慮
計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

適切
地元からの雇用等について、
適切に配慮されている。

小計

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

積極的に管理運営を実施し、地域や民間
事業者等との関係を構築し、コミュニ
ケーションが十分図れている。

Ⅶ　その他

活動指標
設定した指標の目標値（イベント、年12回）を達成
しているか。

コロナ禍のなかでも市の制限
に準じて実施

成果指標
設定した指標の目標値（施設利用者、18万人）を達
成しているか。

実績195,996

小計

合　計　点

（様式１）

令和元（2019）年度

11,690

0

189,690

Ｂ

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

実　　　　　　　　績

令和２（2020）年度 令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

34,156

利用料金収入 (千円） 0 0 0

指定管理料 (千円) 11,233 11,233

備　　考

34,156

二次評価
（市の評価） Ｂ Ｂ

利用者数 (人) 187,110 195,996

評価 評価内容

Ａ 80

【総合評価（評価できる点等）】
Googleマイビジネスへの登録、カルチャー講座、SNSの活用、地域内の介護施設や学校への納品などにより認知度が格段に向上
した。Googleマイビジネスへのお客様からのコメントには積極的に謝罪やコメント返しを行った。年度末には自社Webも公開。
ブログ形式で商品、イベント、企画などを発信できるシステムが構築された。コロナ禍における県の観光需要喚起策への参画
は旅館街というロケーションとの親和性も高く売り上げの確保に大きく貢献。ARスタンプラリーなどへの取り組みでは県内で
唯一という装飾を施し高い評価を受けた。ただし、まだ取り組みができていない部分もありR4への課題も多数。

【次年度に向けて改善が必要な点】
コロナ禍の影響もあり取り組めなかった飲食事業の開始は、最重要課題と認識している。店内の特別清掃について
も、次年度に実施を予定したい。アフターコロナに向けて、郡山広域圏の観光施設同士の連携にも着手の必要があ
る。また、独居高齢者の行政サービス以外の部分を補完する、独自のサービスの構築も課題である。

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

郡山の農産物や食や文化を深堀し隠れた魅力を露出させるという目的で開始したカルチャー講座は、認知度も向上し集客の苦労もほとんどなくなり、一定の効果及び実績が

見られた。地域に居住する方々の独居、高齢化などの問題にも自然と関わることになり宅配や声掛けや保護などの福祉的なサービスのニーズが増した。交流人口（観光客、

スポーツ、コンベンション利用）については、県の観光需要喚起策などに対し積極的に仕掛け、ディスプレイや作業等連携を図り対応し、お客様からも高評価をいただいた。

行動計画
【前年度の指摘事項】
新型コロナウイルス感染拡大防止対策を継続しながらの施設運営とともに、オンラインを活用したＰＲの強化や販路拡大、厨房スペースの活用に努め、新規顧客やリ
ピーターを確保していく必要がある。また、収支状況の改善に向け、コスト意識を持ちながら事業内容を精査していく必要がある。

【改善対応状況】
令和３年度は、課題であったウェブサイトを開設し、ブログ形式で記事を投稿するなど、イベントや商品のＰＲを図り集客に努めた。またGoogl検索の施設情報内に施
設管理者として最新情報等を投稿し、コメントへの回答も開始した。厨房スペースの活用については、スポットでの使用実績は年間14日間程度あるものの十分とは言
えず、次年度への課題とした。また、収支状況についても、コロナ禍の運営のため間接経費の拡大などにより収支が悪化しているため、次年度への課題としたい。

評価 評価内容

Ｂ 74

【総合評価（評価できる点等）】
令和３年度は、前年度に引き続き県のクーポン配布事業の効果等もあり、入込客数においては、前年度比104.7％
を確保するとともに、特産品のPRを兼ねたカルチャー講座の継続的な実施や回遊性を高める県や市の事業であるス
タンプラリーやマンホールカードへの積極的な協力、刑務所作業製品展示即売会など観光客の満足度向上に向けた
事業を実施し、成果指標を達成している。提案内容に記載があるウェブサイトについても、令和３年度中に整備さ
れ情報発信を行っている。また、スロープの修繕等を実施し利用者の安全安心を図っている。

【次年度に向けて改善を望む点】
新型コロナウイルス感染拡大防止対策を継続しながらの施設運営とともに、ＤＸを活用したＰＲや販路拡大、厨房施設の活用
などに努め、新規顧客やリピーターを確保していく必要がある。また、収支状況の改善に向け、コスト意識を持ちながら事業
内容を精査していく必要がある。提案内容にあるパンフレットの整備や、定期清掃の実施など一部未実施の部分については、
改善が必要である。
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